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交通事故防止に努めましょう
校長 山下 聖和

１０日（土）に行われた「保護者引き渡し
訓練」では、保護者の皆様のご協力の下、
予定通り実施することができました。周辺 自立とは、他人の支えなしに独り立ちす
道路の渋滞や引き渡し方法などの課題が ることです。子どもたちはいずれ自立し、
見つかりましたが、訓練の目的である様々 社会の一員として生きていきます。いつま
な事件や災害等に迅速に対応し、児童の安 でも親が支えるわけにはいきません。自立
全・安心を確保することのできる学校の体 の手始めとして、小学校期では歩いて登校
制づくりに資することができました。あり させることが大切ではないでしょうか。
がとうございました。 歩いて登校することで、皮膚で感じる朝

◇ の空気感や雨の冷たさ、濡れた靴の感触、
梅雨入りしてはや一月が経とうとしてい 動物や昆虫との出会い、植物の美しさ、友

ます。雨の日は、登下校時の車の送迎が特 達との会話、地域の大人とのふれあいなど
に多いようです。近隣住民から路上の駐停 豊かな感性を育むことができます。
車に関する苦情が寄せられますが、学校と また、持久力・体力の向上など病気にな
しては保護者の皆様の交通規則の順守と りにくい身体の強化も期待できます。
良識に頼るしかありません。子どもも見て さらには、多くの体験をとおして、身体
いますので、安全運転を心がけてください 感覚が磨かれ危険予知能力を高めること
ますようお願いします。 にもつながります。

歩いて登校することによって、心身共に
成長し、社会性や生きる力が育っていくの

交通事故防止の一層の推進を図るため、 です。そしてこれは、小学校期にしかできな
標記の運動が県下全域で実施されます。期 い人間の発達に大切な経験なのです。
間は、７月１日から３１日までです。 大人は、子どもの自立を促す努力をする
運動の重点及びスローガンは べきだと考えます。ご協力をよろしくお願
① 幼児・児童の道路への飛び出し防止 いします。
～横断は しっかり よく見て たしかめて～ なお、子ど

② 自転車運転のルール遵守とマナー向上 もだけで心配
～保険に加入し、ヘルメットをかぶろう～ な場合、低学

このことについては各家庭で指導し、本校 年の内は、親
の交通事故０を継続しましょう。 子一緒に歩い

ての登校もお
勧めします。

※車での送迎については、お子さんの心
身の健康状態や天候を踏まえ、各家庭
で判断し適切に対応してください。

Heart-Warming School 錦江台小学校だより 令和５年度 ６月号

～South Wind～

ＰＴＡ執行部の室田さんが、６月２７日
から児童通学保護員として青門下の横
断歩道で朝の交通指導をしてください
ます。朝の１時間、車両通行も多く大変
ですが、よろしくお願いします。
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６月は、梅雨の時期に重なり、車での
教頭 出之口 昭子 送迎が多かったように思います。特に緑

ある日の朝、校内を歩いていると1年生 門は、朝の時間帯、子どもたちがボラン
がハンカチを落としました。そのハンカ ティアや委員会活動をしていることもあ
チを拾って、1年生に「はい、落としたよ」 ります。車との接触も懸念されます。特
と言って渡したところ、「教頭先生、あり 別な事情がない限り、緑門への車での入
がとうございます」と元気な声のお礼が 校は、ご遠慮ください。
返ってきました。当然のことをしただけ
だったにもかかわらず、その元気な言葉
の瞬間に私の心は、パッと明るくなり、
その日1日とても、ハッピーな気分で過ご ６月に入り、高学年から順に「学びポ
すことができました。 ケット」を導入しています。登録はお済
幼少期、祖母からよく「言霊」につい でしょうか。２学期からは、「学びポケッ

て話を聞かされました。「言霊」とは、古 ト」をメインに活用していきます。ぜひ、

代日本において、「言葉に宿っていると信 早めの登録をお願いいたします。

じられていた不思議な力」のことです。 ～お願い～
なぜ、祖母がそんなことを私に教えてい 欠席の連絡は、なるべく８時までにお
たのか、真意は分かりませんが、おそら 願いします。８時１０分以降のメール連
く、私が人を嫌な気分にさせる言葉を安 絡は翌朝の確認になります。なお８時１
易に使っていたからかもしれません。 ０分までに連絡がない場合は、確認のお
ありがたいことに、祖母の教えが今日 電話をかけさせていただきます。

まで活きているからなのか、「死ね」「バ
カ」「落ちろ」「キモイ」「クソ」等の言葉
を耳にすると、心が痛く、ネガティブな
気分になります。逆に「大丈夫？」「手伝
うよ」「ありがとう」「さすがだね」「おは
よう」などの言葉が聞こえると、私まで
嬉しく、ポジティブな気分になります。
言葉一つで、私の心は、プラスにもマイ
ナスにも動く、まるで見えない「魔法」
を掛けられているかのようです。
さて、錦江台小学校は、全校で「おあ

ご運動」に取り組んでいます。「おあご運
動」とは、お＝おはよう、あ＝ありがと
う、ご＝ごめんなさいを言える子どもを
育てようという取組です。今年度に入り、
特に「おはよう」と言える子どもが増え
てきました。とても素晴らしいことです。
人は誰でも、人に認めてほしいと願い

ます。錦江台小の取組である「おはよう」
「ありがとう」「ごめんなさい」この言葉
は、相手を認めることにもつながる「魔
法の言葉」になることを希望します。

～７月の主な行事～

３日（月）なかよしアンケート

安全点検

４日（火）全校朝会

５日（水）支援学級七夕集会

６日（木）委員会活動

８日（土）土曜授業

１１日（火）うさぎのお耳（３・４年）

１３日（木）和田中支援学級体験会

１７日（月）海の日（祝日）

１９日（水）食育の日

２０日（木）終業式・給食無し

＊７月21日～８月31日 夏季休業

８月21日（月）出校日

ーお知らせー

７月３日付で鹿児島市立東谷山小学校の

橋口尚明教頭先生が本校の教頭として赴任

します。よろしくお願いいたします。


